
主催 特定非営利活動法人ＣＣＬ（釧路市在宅医療・介護連携推進事業受託事業）

Web de シンポジウム

【対象者】 先着100名
保健・医療・介護・福祉・行政等の医療・介護連携に関係する方ならどなたでも参加可能です。
【参加方法】
① ご自宅又は職場でインターネットに接続できる環境をご準備ください。
② パソコン又はスマホから接続可能ですが、ビデオ通話は通信量がかかるので、スマホで参加する場合
は、 Wi-Fi接続をおすすめします。

npo.kirari.911@lilac.plala.or.jpお申し込み用メールアドレス

『３密』と連携の狭間で、求められる倫理

金城 隆展 氏
琉球大学医学部附属病院

臨床倫理士(倫理コンサルタント)

新型コロナウイルス感染拡大により緊急事態宣言が出されるなど
その影響は計り知れない事態となっています。感染防止の観点から
３密【密集・密室・密接】を避けることが求められておりますが、
対面によるカンファレンスやケース会議等が開催できず、意思決定
支援や合意形成に支障を来し、一部では、介護・福祉のサービスの
自粛等がみられます。
一方、諸外国では、新型コロナウイルスの急速な拡大により医療

機関に重症化した患者が集中し、医療器材の不足から、人工呼吸器
の使用制限を求められる事例もあり、使用の有無の判断を求められ
るなど、事態はより深刻な状況にあります。
私たちは、この『３密』を避けながら、どのような支援や対応を

するべきなのか、また、しなければならないのか、倫理の観点から
一緒に考えてみたいと思います。

日時 令和2年7月12日（日）14:00～15:30

 北海道医療大学認定看護師研修センター主任教員 原 理加 氏
 釧路市医師会 理事 杉元 重治 氏 （本会理事長）
 釧路地区介護支援専門員協議会 会長 二口 喜美子 氏
 琉球大学医学部附属病院 臨床倫理士 金城 隆展 氏

＜Web de シンポジウム★指定発言者★＞

“医療と介護”の連携を推進するため、新型コロナウイルスの感染防止対策を講
ながら「zoom」を活用してシンポジウムを開催します。一緒に考えてみませんか。

参加を希望される方は、次のとおり入力してお申込みください。
【件名】：ＣＣＬ
【本文】：①所属 ②氏名 ③zoom利用経験の有無

④シンポジウムに期待することがあればお聞かせください。

参加申込 参加方法のご案内 Webで参加
参加者全員にメールでご案内 「ZOOM」での参加

参加費無料

申込締切 6月30日


